Days : 持続変化と不変項 [要旨] by 吉田 晋之介
    
 
 
氏名 吉田 晋之介 




学位論文等題目 〈論文〉 Days – 持続変化と不変項 




 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 秋本貴透 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 小林 正人 
（副査） 金沢美術工芸大学 教授 （） 佐藤 一郎 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） Ｏ ＪＵＮ 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  





















































































































 2018年度、博士提出論文、「Days – 持続変化と不変更」は全４章と結論で構成され、申請者が思考体系
に最も影響を受けた生態心理学のアフォーダンス理論から制作に与える動機や意義、そして制作におけ
る持続変化と不変項の価値が、絵画の制作論としてまとめあげられている。 
    
 
 また博士提出作品は、270cm×270cmのキャンバスに油絵具で制作された絵画、「グレア」、「DaysⅡ」、「プ
ールⅪ」の３作品であり、それぞれ異なる絵画表現がおこなわれている。「グレア」は、重層的な層構造
で綿密に計画的に制作され、「DaysⅡ」は、衝動的に油絵具と筆による流動性を生かし、アラプリマ技法
のように制作され、「プールⅪ」は、マスキングによってフラットで鋭角な構造によって制作されている。
「日々変わり続けるからこそ、その変遷の中にある、変わらないものを知ることが出来る」という理念に
導かれた博士論文による制作の方法論が実践されている。 
 博士論文の中で画家にとっての環境について、無限に得られるためのモチーフであること、そしてルー
ル、制約があるからこそ発想が生まれ、柔軟な制作が出来ることが述べられている。変わり続ける環境だ
からこそ、自身も変わり続ける。自身が変わり続けなければ、環境も変わらない止まったものになる。変
わらない自分がまず存在しているのではなく、変わり続けるからこそ自分の存在が現れる。画家として自
身の取り巻く環境を主客二元論として捉えるのではなく一体であるという自覚をもつこと。環境という
変化している動きを止めてみたり、視点を止めるのではなく、止めない動きの中に自分も内在されつつ動
いていくようにして、主体も客体もない経験や体感が世界の動きの認識になる。環境が作品を生み、作品
が新たな環境となり、画家はその無限ともいえる繰り返しをし続ける。平成23年3月11日の東日本大震災
での大きな揺れや見えない放射能の不安が生態心理学と繋がる起点になったとするなら、画家にとって
の環境に、風土との関係も考察する必要があったかもしれない。 
 博士提出論文は、申請者の現実に即した制作論として説得力のある内容となった。また博士提出作品は、
現代の情報化社会に切り込んだ意欲的な絵画となっている。論文副査、作品副査からも博士学位として認
められる優れた論文、作品として評価を受けた。 
 
